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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』53：1–25（2025.3）

『西洋事情』の語彙再考

―政体関連の訳語を中心に―

木 村 義 之

1. はじめに

福沢諭吉の最初期の著作として知られる『西洋事情』は、欧米社会の

政治・経済・文化を平易に紹介したことでよく知られている。木村義之

（2020）では『西洋事情』の語のいくつかについて概観したが、改めて『西

洋事情』の語彙について考察しようと思う。福沢にとって最初期の著作

に現われた語が、その後どのような展開したのかもあわせて観察してみ

たい。

2. 『西洋事情』の評価と異本

マリオン・ソシエ（2002）は、「『西洋事情』は三つの側面から読むこと

ができると思う。まず第一に題名に表されているように西洋の国々に関す

るあらゆる情報の系統的な集積としてである。第二には日本に当時存在し

なかった社会経済、政治の基本原理を紹介する書物としての読み方であ

る。そして第三に『西洋事情』は当時の日本政府や旧社会構造への強い批

判の書でもあった。」と評価している。この際、第三の点は措くとして、第

一、第二としてまとめられた「西洋社会の系統的情報の集積」の書として

そこに現われる語彙を検証してみる必要があるかと思う。

『西洋事情』は異版、偽版の多いことでも知られる。逆にこうしたエピ

ソードによっても刊行当時から人々に広く迎えられたことをうかがい知る
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ことができる 1。中でも緒方洪庵門下で福沢の先輩に当る黒田行次郎（幸

次郎とも）による『増補和解西洋事情』（1868）は、福沢の許可を得ない

まま福沢オリジナル本文（慶應二年・尚古堂版）に語句の改変やルビの加

筆、附録の作成などを行い、日本で「版権」が問題となった早い事例が出

来したことでも知られる 2。このような刊行当時の背景には問題をはらん

でいる部分も多い黒田版と、福沢オリジナル版とを比較して、加筆・修正

のあった箇所に注目すると、同時代の知識人による語および表記に関する

意識の差を知ることができる。また、そうした改変部分に当期の日本語の

問題点を見出すヒントも潜んでいると考えられる。したがって、本稿で

は、尚右堂版を対象としながら、黒田版をも適宜参照することとする。

3. 『日本国語大辞典　第 2版』の用例に見る『西洋事情』の語彙

JapanKnowledge版の『日本国語大辞典　第 2版』（以下、『日国』と略）

では、『西洋事情』からどの程度の語例を採取しているのかを確認したと

ころ 3、1073件の見出し語がヒットした。これらのうち、『西洋事情』を初

出用例とする語 4 は 432例あった。時代を象徴する語例としては、「文明

開化」や、今日で言う国際法を表す「万国公法」、福沢が悩まされた版権

問題に関する「コピー・ライト」などが挙げられる。ただし、この結果は

当期の代表的文献として『西洋事情』を選んだうえで採取した用例であろ

うから、調査の対象を広げればさかのぼって存在が確認される語例がある

ことは十分に考えられる。それでも近代語としては一つの指標となるであ

ろうから、これらの語誌を個別に検討していくことは重要である。さらに

検討が必要なのは、『西洋事情』の用例のみが掲げられる、いわゆる孤例

の意味である。これに該当する 121語を以下に掲げる。また、『日国』が

中国資料を出典として挙げているものには＊を付した。
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あつれつ【圧例】

アリストクラシー

アングロサクソン

いきがい【域外】*

いし【異旨】

いぞく【夷俗】*

いつげん【溢言】

えいきゅう【営求】*

えいりつ【英律】

えっしゃ【閲者】*

えっそ【越訴】

おんじん【恩仁】

かいけい【改計】

がいそつ【街卒】

かいぼうか【海防家】

かがくじょうたつ【下

学上達】

かげんじょうじょ【加

減乗除】

かしょく【家族】

かたく【河沢】

かんじ【間時】

かんじゃく【干若】

がんへき【頑僻】

きしゃ【揮写】

きじゃきせい【棄邪

帰正】

ぎじん【議人】

きそく【基則】

きとく【窺得】

釁（きん）に乗（じょ

う）ず*

ぎんけん【銀券】

きんこう【勤工】

きんせき【近戚】*

くほ【煦哺】

ぐんかんたい【軍艦

隊】

くんしょう【君将】

くんぷ【君夫】

けいざいしょ【経済

書】

けいめい【掲明】

けんさ【遣差】*

けんせつ【件説】

こうあく【公悪】

こくそう【国喪】

ごそつ【伍卒】

こんこう【困耗】*

させつ【瑣屑】*

さつやく【撮訳】

さんしょう【参照】

しあく【私悪】

しこう【私公】

じしゅじさい【自主

自裁】

ししょ【思処】

ししょう【士将】

じじょう【慈情】

しっか【失過】*

しぶん【至文】*

しゅうしんしょく【終

身職】

しゅうふ【囚俘】*

じゅつがく【術学】*

しゅつにゅうこうぜ

い【出入港税】

じょうきとう【蒸気

筒】

じょうきょ【条挙】

じょうきょう【常教】

じょうぜい【常税】*

じょうひ【常費】

しょうよう【少幼・

小幼】*

しょゆう【緒由】

じんぜんじんび【尽

善尽美】*

じんみんきょういく

【人民教育】

せいきょう【盛強・
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盛彊】*

せいり【生利】

せいりょう【製了】

せきりん【惜吝】*

せっしょう【拙匠】*

せつべん【説弁・説辯】

せんいん【簽印】

せんぎ【戦議】

せんざいふきゅう【千

載不朽・千歳不朽】

せんそう【戦装】

そうもく【総目】*

だいあくむどう【大

悪無道】

たつろ【達路】

ていき【帝旗】

ていとう【底到】

どくい【独意】

どっけん【独権】

とはん【図版】

なんざん【難算】

にっしゅうげっしょ

う【日就月将】*

はいぼん【杯盆】*

ばっこつ【曝骨】

はつりょく【発力】

はりしつ【玻璃室】

ひい【卑意・鄙意】*

ひじょう【費冗】

ひじょうひ【非常費】

びたく【美宅】

ビブリオテーク（仏

　bibliotheque）

びゆう【備有】*

びよ【備予・備預】*

びょうしょう【病傷】

びょうなん【病男】

ふふく【富福】

フランク（Frank）

ブリテン（Britain）

ぶんとうぜい【分頭

税】

へいたん【弊端】*

べつぜい【別税】

ぼうしょく【冒色】*

ぼうてき【暴敵】*

みょうき【妙奇】

むけい【無係】

むせい【無政】

むれい【無霊】

めいい【名威】

もうう【濛雨】*

もうまい【莽昧】

もうめい【濛溟】

ゆうけい【有係】

ゆうじょう【邑城】

りひ【利否】

りょうあつ【凌圧】*

りょうりんせん【両

輪船】

ろうたい【老退】

上には「釁（きん）に乗（じょう）ず」のように漢籍由来の句例、「アン

グロサクソン」「フランク」「ブリテン」のような固有名、「アリストクラ

シー」（用例の語形は「アリストカラシ」）、「ビブリオテーク」（用例の語

形は「ビブリオテーキ」）などがあり、西洋の文物制度を紹介した『西洋

事情』の資料的性格によって採取された例が含まれている。また、「海防
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家」「軍艦隊」「経済書」「終身職」「出入港税」「人民教育」などのように、

語構成要素の単位をやや大きく取ったことによって見出し語となった例が

ある。こうした孤例は、「加減乗除」「参照」などのように今日に伝わる語

ならば誤解は少ないが、『西洋事情』以外の用例が見えないことによって

福沢独自の用語のように誤解されかねない語もあるだろう。それぞれの語

に語誌的な検討を加えるためには、幕末～明治初期の単語リストとして均

質でないものが混在していることに常に注意する必要がある。

二字漢語では、「私公」「干若」「緒由」「底到」「妙奇」「名威」のような字

順転倒のある語も少なくない。これらは漢籍の用例が挙げられておらず、

「失過」「術学」「少幼・小幼」のように漢籍に出典があるものとの区別も

しておくべきだろう。字順転倒は字義に類似、対立があると起こりやすい

が、『西洋事情』の用例のみが掲げられたことの意味が福沢個人の用語の

問題なのか否かを検証することも求められる 5。

さらに、次の 2語は用例としてテキストの問題をはらんでいる。

「圧例」は、『日国』で用例を掲げながら以下のように説明する。

あつ-れつ 【圧例】〔名〕（「例」はさえぎる意）押さえさえぎること。

静めること。

＊西洋事情〔1866～70〕〈福沢諭吉〉二・二「外は近傍の土地を并せ、

内は貴族の暴威を圧例して名声日に高し」

尚古堂版は漢字片仮名交じり文なので、挙例で仮名は改められ、漢字も

現行通用字体を用い、句読点を補っているが、その他は原典どおりである。

これが時事新報社編（1898）『福沢全集　巻 1』所収の『西洋事情』本文は

漢字平仮名交じりに変わり、該当箇所も「内は貴族の暴威を圧倒して名声

日に高し」6 と語が改変されている。文脈から見れば「圧倒」のほうが通

じるが、テキストの扱いとしては『日国』のほうが妥当な処置である。た

だし、「例」字に「レツ」の字音があり、「さえぎる」の字義があるのかは

やや不審である。たしかに『大漢和辞典　修訂 2版』（1989–1990）では、



6

「例」字は字音を①「レイ」、②「レツ・レチ」とし、①の字義は主に「たぐ

い、ためし、おおむね」などと記し、②の字義は「さえぎる」であるとす

る。『日国』の解説はこれに拠っている思われる。しかし、『全訳漢辞海　

第 4版』（2017、三省堂）や『漢字源　改訂第 6版』（2018、学研）のように

近年の定評ある漢和辞書では上の②の字音も字義も認めておらず、孤例で

あることからも語としての存在に疑問が生じる例として扱っておきたい。

また、「家族」について、『日国』では

か-しょく【家族】〔名〕「かぞく（家族）」に同じ。

＊西洋事情〔1866～70〕〈福沢諭吉〉初・三「羅馬人初て英国に渡来す

るまでは此国にセルチック及ひゴシックと云へる二個の大家族（ショ

ク〈注〉アツマル）有て国民之に服従せしと云ふ」

としているが、尚古堂版にも黒田版にもそうした注はなく、やはり『福沢

全集　巻 1』所収本文で「二個の大家族（右ルビ：ショク　　左ルビ；ア

ツマル）有て」と字音に「ショク」、語義注として「アツマル」を与えて

いる。「族」字については『大漢和』『漢辞海』『漢字源』のいずれも「ショ

ク」の音は記載せず、「ソク・ゾク（『大漢和』は「ス」も）」のみである。

これも孤例であることから『福沢全集』編纂の過程で付された字音と解釈

と考えられる。ちなみにこの注は、岩波書店版の慶應義塾編（1958）『福

沢諭吉全集　1』所収の本文には引き継がれていない。これも孤例である

ことから「カショク」の語形を再検討することが求められそうである。

このほかに、『日国』では、

策（さく）を回（めぐ）らす　じちょう【持張】　しゆうひん【私有

品】　しんせつ【神説】　せいさん【正刪】　とうきゅう【登級】　むく

ん【無君】　ようがい【洋外】

以上 8件について、初出例に『西洋事情』、次出例に『文明論之概略』から

用例を抽出し、福沢の著書だけを掲げている（「登級」のみ『福翁自伝』）。

孤例ではないが、これらの語も福沢個人の用語か、福沢以外にも用例はあ
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るのか、語としての位置づけをおさえておくべき例として留意しておきた

い。現在では各種データベースが充実してきているので、こうした語例に

ついても今後、調査を続けていきたいと思う。

4. 政体に関することば

4.1 考察の範囲

『西洋事情』初編は、欧米主要国の概要を紹介するが、「備考」という項

目立てがあり、「政治・収税法・国債・紙幣・商人会社・外国交際・兵制」

などの欧米の社会制度や、「文学技術・学校・新聞紙・文庫・病院・貧院・

唖院・盲院・癩院・痴児院・博物館・博覧会・蒸気機関・蒸気船・蒸気車」

のような生活の基盤となる文化的産物が項目として立てられている 7。先

にふれた『西洋事情』の異版の一、黒田版の『増補和解西洋事情』では、

「備考」という語は消え、「凡例」を増補しているが、続けて列挙した項目

の下には、
セ イ ヂ

政治　政事ヲ云フ
シウゼイハフ

収税法　年貢運上ノ取立方ヲ云フ
コクサイ

国債　非常国難ニテ国人ニ金ヲ借リテオヒメトナルヲ云フ

（以下略）

の下線部のように注釈を加えている。「政治」を「政事」と表記を代える

することで旧来の「まつりごと」に比定させて注釈を施したものと考えら

れる。

その「政治」の項で概説している「政体」すなわち政治形態に言及した

部分を引用してみよう（下線は筆者。［　］で囲まれた部分は細字双行）。

政治ニ三様アリ曰ク立君［モナルキ］礼楽征伐一君ヨリ出ツ曰ク貴族

合議、［アリストカラシ］国内ノ貴族名家相集テ国政ヲ行フ曰ク共和

政治［レポブリック］門地貴賎ヲ論セス人望ノ属スル者ヲ立テヽ主長

トナシ国民一般ト協議シテ政ヲ為ス又立君ノ政治ニ二様ノ区別アリ唯
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国君一人ノ意ニ随テ事ヲ行フモノヲ立君独裁［テスポツト］云フ魯西

亜支那等ノ如キ政治是ナリ。国ニ二王ナシト雖ドモ一定ノ国律アリテ

君ノ権威ヲ抑制スル者ヲ立君定律［コンスチチュ
ママ

トショナル、モナル

キ］ト云フ現今欧羅巴ノ諸国此制度ヲ用ユルモノ多シ

上の下線部「立君・貴族合議・共和政治」は、それぞれ monarchy、

aristocracy、republicに対応する訳語で、欧米の政治形態を分類したもので

ある。これらは、幕末・明治初期の政体に関する訳語を考察する出発点と

してこれまでも注目されてきている。特に、陳力衛（2011）は、democracy

と republicの概念を、「共和」「民主」いずれで訳定するかの日中関係を考

察し、木村秀次（2013）は『西洋事情』を参考にした村田文夫（1869）『西

洋聞見録』の訳語とを対照させている。朱鳳（2017）は唐通事であった何

礼之が翻訳した洋書『政体略原』の用語を検証した成果がある。いずれも

重要な視点を提示している。木村（2020）でも「政体」に関する語の考察

を試みたことがあったが、ここで改めて調査の範囲を広げ、幕末～明治前

期の関係啓蒙書、対訳辞書とを合わせ見て、福沢の用い方がどの程度後世

につながったかを検証してみよう。

『西洋事情』「政治」の項で、対応する訳語があり、カタカナで転写され

た英語は aristocracy、constitutional monarchy、despot、monarchy、republicの

5語である。ただし、constitutional monarchyは 2語からなる複合語である。

一方、『西洋事情』には「合衆政治」という語がたびたび使用されるが、

対応する英語が見えない。『日国』の解説では「国の主権者たる国民全体の

合意による政治。民主政治。」として『西洋事情』『文明論之概略』『米欧回

覧実記』（1877）の用例が並ぶ。その補注では「republicあるいは democracy

の訳語として用いられたらしい。」とするも、対応関係は明確になってお

らず、訳語の棲み分けはまだなされていない。『西洋事情』よりもやや遅

れるが、欧米の各国事情を紹介した著作に久米邦武（1877）『米欧回覧実

記』がある。そこで「政体」に言及する箇所を見ると、次のように見える。
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世ニ政体ヲ説クモノ、或ハ分テ立君［モナルキー］貴顕政治［アリス

トクラシー］共和［レボブリック］ノ三ニ分チ、或ハ圧制［テスポチ

ック］専治［エプソリュート］立憲［コンステチューショナル］連合

［ユーナイテット］盟約［コンフィテレーション］及ヒ「デモクラシ

ー」等ノ各体ヲ分テ、愈出愈繁ナレドモ、圧制ト専治トハ君主ノ気象

ニテモ分レ、連合ト盟約ハ立法ノ簡詳ニテモ岐シ、畢竟国民ノ起源、

旧慣ノ異ナルニヨルノミ （第 89巻　欧羅巴洲政俗総論）　

これらの下線部で「デモクラシー」にのみ訳語が与えられていないこと

からも「デモクラシー」の概念が安定した理解には至っていないことがわ

かる。

陳（2011）では日中の語彙交流の事例として、以下のような興味深いこ

とが指摘されている（引用は陳（2019）による）。

「民主」と「共和」両語は早くも中国の古典には出ていたが、19世紀

の半ばころになってようやく西洋概念との照合で意味が更新された。

しかも、面白いことに、「民主」は中国語由来の近代訳語、「共和」は

日本語由来の近代訳語、西洋概念に対応する際に、両国の対訳は本来

別々に行われていて互いに関係していなかった。19世紀末期から 20

世紀初頭にかけてようやく相圧に浸透しはじめ、即ち中国語の「民

主」が日本語に入り、日本語の「共和」は中国語に入っていった。

さらに陳は、l9世紀以前の中国語では「民主」基本的に「民ノ主」、即

ち君主を意味し、近代的意味の「民ガ主」の形成過程は複雑で外来概念に

刺激された結果と見られると述べている点は、デモクラシーと結びつく

訳語が「民主主義」よりも「民本主義」であったり、概念も democracyと

republicとの間であいまいであったことの背景をよくとらえていると思う

（4.4参照）。「民主主義」という語の用例が 20世紀初頭にデモクラシーと

結びついて使用されるようになり、やがて安定して今日に至る経過を眺

めると、陳の指摘は端的でありながら重要な視点だと言える。そのため、
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『西洋事情』「政治」の項にカタカナで転写された英語に対応する訳語のほ

かに、訳語が対応していない democracyも加えようとしているのは、こう

した背景を考慮したからである。

4.2 aristocracyとその周辺

『西洋事情』では「貴族合議」と訳しており、「貴族会議」とも見える 8。

福沢以前では、初期の明六社員で、後に帝大総長となる加藤弘之が『隣草』

（1861＝文久元）で世界の政体を 4分類する中で、「豪族専権」と訳してい

る。その他の訳も列挙する部分を引用すれば、以下のとおりである（以下

の引用で右肩に付した表番号は、稿末の資料番号に対応する）。

其政体を論すれは君主政治［洋名モナルキー 9］官宰政治［洋名レピュ

リーキ 10］の二政体に外るゝ者なし（略）此二政体各復タ二ツに分れ

て君主政治ノ政体は君主握権［洋名オンペペルクテ 11。モナルキー］

上下分権［洋名ペペルクテ 12。モナルキー］の二ツとなり官宰政治の

政体は豪族専権［洋名アリストカラチセ 13。レピュブリーキ］と万民

同権［洋名デモカラチセ 14。レピュブリーキ］の二ツとなるなり故に

精細に区別すれは世界万国の政体君主握権、上下分権、豪族専権、万

民同権の四政体となるなり

この『隣草』は公刊に至るのが遅れ、『立憲政体略』（1868＝明治元）で

議会と憲法を重視する立憲政体論を紹介したことで知られる。『立憲政体

略』では『隣草』と対比しながら用語を用いているので、それを以下に引

用する。

其政体ハ之ヲ要スルニ二類ニ過キス所謂君政民政是レナリ但シ君政分

テ三種トナル即チ君主擅制、君主専治［鄰草ニ君主握権ト称スル］上

下同治［又君民同治ト訳ス隣草ニ上下分権ト称スル者］是レナリ民政

亦分テ二種トナル即チ貴顕専治［隣草ニ豪族専権ト称スルモノ］万民

共治［隣草ニ万民同権ト称スル者］是レナリ　　 （政体総論）

ここでは、「豪族専権」が「貴顕専治」と改められ、aristocracyの訳語とし
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ては「貴顕専治」の語が多く見られるようになる（表 3-2, 4, 5, 6, 8）。

同じく明六社員であった西周が『百学連環』で「Aristocracy（望族の治）」

としているのはやや特殊だが、福沢の使用した「貴族合議」も『西洋事情』

以降の文献でもしばしば見ることができる。

•貴族合議は廟堂にあるもの皆
シンシン

縉紳にして（『月刊明治』1868.9）

•貴族合議ハ国内ノ貴族等門閥ノ名ヲ以テ累世政権ヲ掌握スル者ニシ

テ （『米国政治略論巻之 1』1874）

•貴族合議　貴族トハ特権ヲ得タル一族ノ貴人ナリ

（『百科全書交際篇』1877）

• KIDZOKU-GOGI，キゾクガウギ，貴族合議， s．　 die aristkratisch

Regierungsform, Aristkratie, f. （『和独対訳字林』1877）

現在は一般に「貴族政治」が用いられ、「貴顕」は姿を消したが、「貴族

政治」の早い例は『附音挿図英和字彙』（1873,表 13）に見られる。

4.3 monarchyと constitutional monarchyおよび despot

『西洋事情』では monarchyを「立君」、constitutional monarchyを「立君

定律」と訳すが、「立君定律」という用語は広がりが少なかったようであ

る。『文明開化内外事情』（1874，表 6）に「君民同治」と併記するかたち

で見え、加藤弘之の『国体新論』にも見えるが（4.4参照）、今日には伝

わらない。この書は緒言に「
すで

既に
せい

西
よう

洋
じ

事
ぜう

情と
だい

題せる
しよ

書の
ひと

一
たび

度
よ

世に
いて

出てよ

り
か

彼の
じやう

情
じつ

実を
つまびらか

詳にし
じん

人
ち

智を
かいめい

開明し世の
こうえき

鴻益を
おこ

起せり」と記され、『西洋

事情』を参照した跡があるため、当然かもしれない。ただ、monarchy自

体は「立君」すなわち君主の存在を認める、という意味で広がりを見る

ことができる。しかし、『英独仏和哲学字彙』（1912, 表 11-3）のように

constitutional monarchyを absolute monarchyと対立的な概念ととらえること

によって、constitutionalは「法」すなわち「憲法」による制限のある「立

憲政治」「立憲政体」という用語へ導かれて行くようである。その過程で

は「憲法」は「国法」（表 12-1, 12-2, 13, 14, 15）や「国憲」（表 8）のよう
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な例も見えるが、英和辞書類では「立憲」の訳が安定しつつあり（表 16-1,

16-2, 17）、仏和、独和辞書でも使用されている（表 21, 22, 24, 25）。

また、ここで言う「君主」による政治あるいは統治に関しては despotと

は異なり、マイナスの価値を含んだものとはなっていない点が今日の意識

が異なるのかもしれない 15。まさに陳が述べたように、明治初期ごろは

「民ガ主」ではなく「君ガ主」という政体として中立的にとらえる意識が

あったと考えられる。『百学連環』では「民主の治」に対して「君主の治」

と対比的に区別し、ほかにも「民政」に対する「君政」という対比させて

おり、否定的な意味が訳に現われる「圧政」（表 11-1, 11-2, 11-3）などの訳

語を担うのはもっぱら despotである。

幕末の英和辞書『英和対訳袖珍辞書』（1862, 1866　表 12-1, 12-2）では、

Despot気侭ニ政事スル人

Monarchy統一政治［合衆政治ノ反対］

のように、説明的な訳ではあるが、despotには否定的な解釈をしている。

『西洋事情』で despotに「独裁」の訳を与えたことは、翻訳の態度として

評価できるだろう。

4.4 democracyと republic

現代では deemocracyに「民主主義」を対応させることはほぼ定訳となっ

ているが、先に記したように、『西洋事情』では democracyに対応する語

は見えず、「合衆政治」にその位置を担わせているように思われるものの、

確証はない。それに比べて、西周（表 2）、加藤弘之（表 3-1, 3-2）といっ

た明治初期の啓蒙書にはその democracyが登場する。『日国』では「民主」

の項の語誌欄に次のように記述している（4.1参照）。

（1）漢籍では、（1）のように「民ノ主」の意味で、（2）のような「デモ

クラシー」の意味で用いたのは西周が初めてであった。しかし、漢籍

での意味と正反対の意味での使用にとまどいがあり、これが訳語「民

主」の定着を阻んだと思われる。
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（2）元来「デモクラシー」と「リパブリック」とは次元の違う概念で

あるが、明治二〇年代、政治思想としての「デモクラシー」を、北村

透谷は「共和制」、若松賤子は「共和主義」と訳すなど、概念の混乱が

見られ、「民主」が「デモクラシー」の訳語として定着したのは、明

治三〇年代に入ってからであると思われる。

（3）大正時代になると、「民主主義」は流行語となるが、しかし、当

時の日本人には依然としてしっくりこない訳語であったようである。

一方で、吉野作造は「民本主義」という語を考案した。

（1）は先に陳が指摘したことと重なり、（2）は表 2と重なる。西周のす

ぐ後に加藤弘之は『国体新論』（1875）では「民主」について一歩踏み込

んだ発言をしているので以下に掲げておこう（本稿で原語との対訳として

は現われなかったので表に組み込まなかった。『西洋事情』「立君定律」の

語も見える）。

故ニ方今欧洲各国ノ政体ヲ称シテ君権有限政体或ハ立憲君主政体ト云

フ又原語ノ字面ニ拘ハラス専ラ義訳シテ云フ片ハ君民同治或ハ立君定

律トモ云フ実ニ古来未曽有ノ良政体ト称スヘシ又共和政治ト云ヘル政

体ノ如キハ君主ヲ立テス民選ヲ以テ大統領等ヲ舉ケ以テ之ニ政令権柄

ヲ委子且ツ別ニ立法府ヲ置キ人民ノ代理者ヲ舉ケテ法制ヲ議定セシメ

並ニ独立不覊ノ法院ヲ立テ専ヲ司法ノ大権ヲ委托スルカ故ニ政府ノ権

力通例専横ニ至ルノ憂ナク随テ人民ノ権利モ亦甚タ大ナル者ナレハ是

亦良政体ト云フヘシ故ニ立憲政体ニ君主政体ト民主政体トノ二種アリ

ト雖モ共ニ良正善美ノ政体ト称スヘキ者ナルハ一概ニ其優劣是非ヲ論

スルハ不可ナリ特ニ各国古今ノ沿革由来ト及ヒ其人情風習トニ由テ其

適否ヲ論シテ可ナリ

立憲政体ハ斯ノ良正善美ノ者ナリト雖モ之ヲ以テ方今世界万国ニ適当

スル者ト思フハ大ナル謬見ナリ凡ソ邦国人文既ニ開明進歩シテ少ナク

モ中等以上ノ者［身分ノ中等以上ニ居ル者ノミヲ云フニアラス国中ニ
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テ中等以上ノ家産アル者ヲモ云フ］粗事理ヲ弁シ人情ヲ解スル程ノ国

外何的対象ハ此政体决シテ用フ可ラス若シ開明未タ此度ニ至ラサル国

ニ於テ此政体ヲ用フルトキハ人民己レカ代理者ヲ選択スルノ知識甚タ

之ルキカ故ニ決シ今程当ノ人物ヲ選択スル能ハサルコト必然ナルハ選

択ヲ受ケ代理者ユルル者ノ公論亦随テ頑愚取ルニ足ラサルコト固ヨリ

論ヲ候タズ　 （16ウ～17オ）　

加藤が天賦人権論を批判する以前の著作で、今日言うところの直接民主

制の危険性なども解説しており、当時としては穏当な解説になっているこ

とは注目したい。

「共和」に関する例としては、荒川惣兵衛（1987）『角川外来語辞典　第

2版』で「レポブリック」の語形を見出しに立て、青地林宗（1826）『輿地

誌略』の例を初出と「列披貌利吉（レポブリーキ）」と 16、次に『西洋事

情』の例を挙げているが、青地の場合、原語の音訳例であり、「共和」は

見えない。この点では『西洋事情』の例が「レポブリック」と「共和政

治」と対応させている点で評価できる 17。「共和」そのものの初出を『日

国』では『英和対訳袖珍辞書』（1862，表 12-1）としているが、ほぼ同時

期の『隣草』（1861，表 3-1）では「官宰政治」と訳しているので、この前

後に音訳の「列披貌利吉」から「共和」に転じたものと推定され、『立憲

政体略』では原語との対照は見えないものの「共和政治」が使用されてお

り、republicの定訳となっていたと考えてよいだろう。

一方で、『西洋事情』は democracyの語を挙げずに、アメリカ合衆国の

政体を意識しつつ「合衆政治」の語を使用しているようだが、内田正雄

（1870）『輿地誌略』に続く文献では republicに「合衆政治」を対応させる

ものが見える（表 4, 5, 6, 8）が、英和辞書では『英和対訳袖珍辞書』以来一

貫して republicの訳は「共和政治」（または「共和政体」）である（表 12-1,

12-2, 13, 14-2, 14-3, 15, 16-1, 16-2, 17）。さらには仏和辞書、独和辞書（表

18, 19, 20, 21, 22, 23, 24, 25）でも同様に「共和政治/政事/政体」の定訳とも
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なる 18、ただし、ローマ字表記によってわかることは、「共和」に「キョ

ウワ・キョウカ」と読みにゆれあることに気づく 19。『和英語林集成』再

版「英和の部」（1872，表 14-2）では「DEMOCRACY」「REPUBLIC」いず

れも「キョウカ」の読みで、「和英の部」でも「KIYO-KA-SEIJI，キヨウカ

セイジ，共和政事，n.Republican or Democratic form of government．」となっ

ている。これが同三版「和英の部」（1886）では「KYOWAキヨウワ共和

Republican，democratic:―seiji」となり、「キョウワ」に落ち着く 20。

術語のグロッサリーとしての『哲学字彙』（表 11-1, 11-2, 11-3）では

「Democracy民政」「Republic共和政治」と訳し分けている点が特徴的だと

言える。「民政」の使用は、英華字典とのかかわりを思わせる。

英和辞書で「民主」が見えるのは 20世紀初頭になったあたりからであ

ろう（表 16-1, 16-2）。これがさらに「民主主義」として訳語の安定を見る

までには時間を要する。

ここで再び『西洋事情』に独自の注釈を施した黒田行次郎の著作『政体

新論』に目を向ける 21。この凡例には、「
キン

近
ライ

来ノ
チヨ

著
ジユツ

述
セイ

西
ヤウ

洋
シヨ

諸
カ

科
ガク

学ノ
ヤク

訳
シヨ

書
モツトモ

最
オホ

多シ
マタ

亦
ワ ウ ＼

往々
ゲン

原
ブン

文ヲ
ヤク

訳セズシテ
イ

意ヲ
ヤウ

洋
セキ

籍ニ
ト

取リ
ヘン

編
ジユツ

述シテ
シヨ

書ヲ
ナ

為ス
モノ

者
スクナ

少

カラズ
リフケン

立憲
セイ

政
タイ

体
リヤク

略ノ
ルイ

類
コレ

是ナリ」と記し、『立憲政体略』には批判的な姿勢

を見せる。しかし、『政体新論』本編には原語が示されず、先行書をなぞ

るような解説で本文が構成される。これは『西洋事情』に「増補和解」を

施した態度と通底する。ただ、黒田の用語を、当時の前後する文献と比較

して観察すると、相対的にその位置づけが見えてくるので興味深い点も

ある。

黒田は『政体新論』で、加藤『国体新論』に見える「立憲政体」を用い

てもいるが、加藤『立憲政体略』の用語（表 3-2）とほぼ重なる。すなわ

ち、aristocracyに「貴顕専治」、democracyに「万民共治」、monarchyに「君

主擅制君主専治」という対応である。しかし、「共和政治」に関しては、

民政旧訳ニ共和政治ト云ヒ新訳ニハ又多頭政治トモ云フ亦政体ノ名ニ
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シテ最モ解シ難キ語ナリ　 （「民政」の項）　

と記す。たしかに「共和政治」は幕末から存在するので、「旧訳」という認

識は誤りではないとしても、republicの新訳として「多頭政治」を取り上

げるのは、以後の訳定の結果を見ると傍流に属する。明治初期にあって、

democracyと republicの政治形態としての理解と検討は始まったばかりで

あることが象徴的にわかる訳語認定の様相であろう。

5. おわりに

『西洋事情』の語彙を検討する際に、個別にはどのような語に焦点を当

てる必要があるか、『西洋事情』で用いられた語が後世に伝わったか否か、

といった問題を具体例を挙げながら考察してみた。語ごとの検討はさらに

今後の課題として残されている。

以下の表は、本稿でふれた用例と出典をまとめたものである。なお、表

を作成する際に、文献の性格の類似や関連の度合い、辞書の版次などがま

とまるようにしたため、必ずしも年代順になっていない。また、表の末尾

には、複数の欧米語訳がある政治学の専門辞書から訳語と原語をまとめ示

し、参考に供した。掲出にあたり、漢字は現行通用字体に改め、ルビは

（　）に納めた。左ルビのある場合は／のあとに記した。細字双行は［　］

内に入れた。
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ナ
ル

キ
］

（
合
衆
政
治
）

立
君
独
裁
［
デ
ス
ポ
ッ

ト
］

立
君
［
モ
ナ
ル
キ
］

共
和
政
治
［
レ
ポ
ブ

リ
ッ
ク
］

2
百
学
連
環

1
8
7
1

A
ri
st
o
cr
ac
y
（
望
族
の

治
）

co
n
st
it
u
ti
o
n
al
（
有
制
）

m
o
n
ar
ch
y
（
立
君
政
治
）

D
em

o
cr
ac
y
（
民
主
の

治
）

D
es
p
o
ti
sm
（
君
主
専

擅
）

M
o
n
ar
ch
y（
君
主
の
治
）

W
o
rl
d（
四
海
）R

ep
u
b
-

li
c（
共
和
）＆

E
te
rn
al

（
無
彊
）

P
ea
ce
（
治

休
）
co
n
st
it
u
ti
o
n
al
re
-

p
u
b
li
c
（
共
和
政
治
）

3
-1

隣
草

1
8
6
1

豪
族
専
権
［
洋
名
ア
リ

ス
ト
カ
ラ
チ
セ
。
レ
プ

ユ
ブ
リ
ー
キ
］

上
下
分
権
［
洋
名
べ
ペ
ル

ク
テ
。
モ
ナ
ル
キ
ー
］

万
民
同
権
［
洋
名
デ
モ

カ
ラ
チ
セ
。
レ
プ
ユ
ブ

リ
ー
キ
］

君
主
政
治
［
洋
名
モ
ナ

ル
キ
ー
］

君
主
握
権
［
洋
名
オ
ン

ベ
ペ
ル
ク
テ
。
モ
ナ
ル

キ
ー
］

官
宰
政
治
［
洋
名
レ

プ
ユ
プ
リ
ー
キ
］

3
-2

立
憲
政
体
略

1
8
6
8

貴
顕
専
治
［
隣
草
ニ
豪

族
専
権
ト
称
ス
ル
者
］
上
下
同
治
［
又
君
民
同
治

ト
訳
ス
隣
草
ニ
上
下
分
権

ト
称
ス
ル
者
］

万
民
共
治
［
隣
草
ニ

万
民
同
権
ト
称
ス
ル
モ

ノ
］

君
主
擅
制
君
主
専
治

［
隣
草
ニ
君
主
握
権
ト

称
ス
ル
者
］

（
共
和
政
治
）

3
-3

政
体
新
論

1
8
7
4

貴
顕
専
治
（
キ
ケ
ン
セ

ン
チ
）

立
憲
政
体
（
リ
フ
ケ
ン
セ

イ
テ
イ
）

万
民
共
治
（
バ
ン
ミ
ン

キ
ョ
ウ
チ
）

君
主
擅
制
（
ク
ン
シ
ユ

ダ
ン
セ
イ
）
君
主
専
治

（
ク
ン
シ
ユ
セ
ン
ヂ
）

旧
訳
：
共
和
政
治
（
キ

ヨ
ウ
ク
ワ
セ
イ
チ
）

新
訳
：
多
頭
政
治
（
タ

ト
ウ
セ
イ
チ
）

4
輿
地
誌
略

1
8
7
0

貴
顕
専
治
（
ア
リ
ス
ト

ク
ラ
シ
ー
）

君
民
同
治
（
コ
ン
ス
チ

チ
ユ
ー
シ
ヨ
ナ
ル
モ
ナ

ル
キ
）

君
主
擅
制
（
デ
ス
ポ
チ

ス
ム
）

君
主
専
治
（
ア
プ
ソ

ル
ー
ト
モ
ナ
ル
キ
）

合
衆
政
治
（
リ
パ
ブ

リ
ツ
ク
）

5
世
界
国
名
詳
覧

1
8
7
3

貴
顕
専
治
（
き
け
ん
せ

ん
ぢ
／
ア
リ
ス
ト
ク
ラ

シ
ー
）

君
民
同
治
（
く
ん
み
ん

き
よ
う
ぢ
／
コ
ン
ス
チ

チ
ユ
ー
シ
ヨ
ナ
ル
モ
ナ

ル
キ
）

君
主
専
治
（
く
ん
し
ゆ

せ
ん
ぢ
／
ア
プ
ソ
ル
ー

ト
モ
ナ
ル
キ
）

合
衆
政
治
（
が
つ
し

ゆ
せ
い
ぢ
／
リ
パ
ブ

リ
ツ
ク
）

6
文
明
開
化
内
外

事
情

1
8
7
4

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
貴

顕
専
治
（
き
け
ん
せ
ん

ち
）

コ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
シ
ヨ
ナ

ル
モ
ナ
ル
キ
君
民
同
治

（
く
ん
み
ん
ど
う
じ
）
／

立
君
定
律
（
り
つ
く
ん
て

い
り
つ
）

デ
ス
ポ
チ
ス
ム
君
主
檀

制
（
く
ん
し
ゆ
だ
ん
せ

い
ﾏ
ﾏ
）

ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
モ
ナ
ル

キ
君
主
専
治
（
く
ん
し

ゆ
せ
ん
ち
）
／
立
君
独

裁
（
り
つ
く
ん
ど
く
さ

い
）

リ
パ
ブ
リ
ツ
ク
合
衆

政
治
（
く
わ
つ
し
う

せ
い
ぢ
）
／
共
和
政

治
（
き
や
う
く
わ
せ

い
し
）

7
米
欧
回
覧
実
記

1
8
7
7

貴
顕
政
治
［
ア
リ
ス
ト

ク
ラ
シ
ー
］

立
憲
［
コ
ン
ス
テ
チ
ュ
ー

シ
ョ
ナ
ル
］

デ
モ
ク
ラ
シ
ー

圧
制
［
テ
ス
ポ
チ
ッ
ク
］
立
君
［
モ
ナ
ル
キ
ー
］
共
和
［
レ
ボ
ブ
リ
ッ

ク
］

8
訓
蒙
寰
宇
要
略

1
8
7
7

貴
顕
専
治
（
キ
ケ
ン
セ

ン
ヂ
）［
ア
リ
ス
ト
ク
ラ

シ
ー
］

国
憲
（
コ
ク
ケ
ン
／
ク
ニ

ノ
オ
キ
テ
）［
コ
ン
ス
チ
チ

ユ
ー
シ
ヨ
ン
］

民
政
（
ミ
ン
セ
イ
）［
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
］

君
主
檀
制
（
ク
ン
シ
ユ

セ
ン
セ
イ
）［
デ
ス
ポ
チ

ス
ム
］

君
政
（
ク
ン
セ
イ
）［
モ

ナ
ル
キ
ー
］

合
衆
共
治
（
ガ
ツ
シ

ウ
キ
ヤ
ウ
チ
）［
リ
パ

ブ
リ
ツ
ク
］
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9

麥
都
思
英
華
字

典
　
1
8
4
7
–
4
8

A
R
IS
T
O
C
R
A
C
Y
諸
候

弄
權

C
O
N
S
T
IT
U
T
IO

N
fo
rm

o
f
g
o
v
er
n
m
en
t
法
政
，
政

事 sy
st
em

o
f
la
w
s
國
法
，
律

例
，
定
規

D
E
M
O
C
R
A
C
Y
衆
人

的
國
統
，
衆
人
的
治
理
，

多
人
亂
管
，
小
民
弄
權

D
E
S
P
O
T
覇
王
，
虐
王
，

昏
君

R
E
P
U
B
L
IC
公
共
之

政
治
，舉
眾
政
治
之
國

1
0
-1
羅
存
德
英
華
字

典
　
1
8
6
6
–
6
9

A
ri
st
o
cr
ac
y

a
fo
m

o
f

g
o
v
er
n
m
en
t,

in
w
h
ic
h

th
e
su
p
u
re
m
e
p
o
w
er

is

v
es
te
d

in
a
p
ri
v
il
eg
ed

o
rd
er
，
爵
位
統
轄
，
爵

位
之
政
，爵
位
治
國
，諸

侯
攬
權
，
諸
侯
弄
權

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
au
th
o
ri
ze
d

b
y
th
e
co
n
st
it
u
ti
o
n
o
f
a

g
o
v
er
n
m
en
t
合
法
，
合
國

法
，
合
律
法

D
em

o
cr
ac
y,

G
o
v
er
n
-

m
en
t
b
y

th
e

p
eo
p
le
，

民
政
，
衆
人
管
轄
，
百

姓
弄
權

D
es
p
o
t,

an
em

p
er
o
r,

k
in
g
o
r
p
ri
n
ce

in
v
es
te
d

w
it
h

ab
so
lu
te

p
o
w
er

皇
，
自
主
之
君

a
ty
ra
n
t

虐
王
，
霸
主
，
暴
虐
的

M
o
n
ar
ch
y
一
主
之
國

R
ep
u
b
li
c
衆
政
之
邦
，

衆
政
之
國
，公
共
之
政

1
0
-2
井
上
哲
次
郎
訂

增
英
華
字
典
　

1
8
8
4

A
ri
st
o
cr
ac
y,

a
fo
m

o
f

g
o
v
er
n
m
en
t,

in
w
h
ic
h

th
e
su
p
u
re
m
e
p
o
w
er

is

v
es
te
d

in
a
p
ri
v
il
eg
ed

o
rd
er
，
爵
位
統
轄
，
爵

位
之
政
，爵
位
治
國
，諸

侯
攬
權
，諸
侯
弄
權
，諸

侯
用
權

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
,

au
th
o
-

ri
ze
d
b
y
th
e
co
n
st
it
u
ti
o
n

o
f
a
g
o
v
er
n
m
en
t
合
法
，

合
國
法
，
合
律
法

D
em

o
cr
ac
y,

G
o
v
er
n
-

m
en
t
b
y

th
e

p
eo
p
le
，

民
政
，
衆
人
管
轄
，
百

姓
弄
權
，
推
民
自
主
之

國
政

D
es
p
o
t,

an
em

p
er
o
r,

k
in
g
o
r
p
ri
n
ce

in
v
es
te
d

w
it
h

ab
so
lu
te

p
o
w
er

皇
，
自
主
之
君

a
ty
ra
n
t
虐
王
，
霸
主
，

暴
虐
的

M
o
n
ar
ch
y
一
主
之
國
，

有
君
之
國
，
君
主
之
國

a
li
m
it
ed

M
o
n
ar
ch
y
君

權
有
制
限

R
ep
u
b
li
c
衆
政
之
邦
，

衆
政
之
國
，
公
共
之

政
，
合
衆
政
治
之
國
，

民
主
之
國

1
1
-1
哲
学
字
彙

1
8
8
1

A
ri
st
o
cr
ac
y
貴
族
政
治

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al

g
o
v
er
n
-

m
en
t
立
憲
政
治

D
em

o
cr
ac
y
民
政

D
es
p
o
ti
c

g
o
v
er
n
m
en
t

圧
制
政
治

M
o
n
ar
ch
y
君
政

A
b
so
lu
te

m
o
n
ar
ch
y
君

主
專
治

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治

1
1
-2
改
訂
増
補
哲
学

字
彙
　
1
8
8
4

A
ri
st
o
cr
ac
y
貴
族
政
治

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al

m
o
n
ar
ch
y

君
民
共
治

D
em

o
cr
ac
y
民
政
，平
民

政
治

S
o
ci
al
d
em

o
cr
ac
y
社
会

民
政

D
es
p
o
ti
sm
圧
政

D
es
p
o
ti
c

g
o
v
er
n
m
en
t

圧
制
政
治

M
o
n
ar
ch
y
君
政

A
b
so
lu
te

m
o
n
ar
ch
y
君

主
專
治

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治

1
1
-3
英
独
仏
和
哲
学

字
彙

1
9
1
2

A
ri
st
o
cr
ac
y
貴
族
政
体

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al

m
o
n
ar
ch
y

立
憲
政
体

co
n
st
it
u
ti
o
n
憲

法
（
政
），
成
形
，
構
造
，

組
織

D
em

o
cr
ac
y
民
政
，平
民

政
治

S
o
ci
al
d
em

o
cr
ac
y
社
会

民
政

D
es
p
o
ti
sm
圧
政

P
o
li
ti
ca
l
d
es
p
o
ti
sm
政

治
的
圧
政

君
主
政
体

A
b
so
lu
te

m
o
n
ar
ch
y
専
制
政
体

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治
，

共
和
国
，
共
和
政
体

1
2
-1
英
和
袖
珍
・
文

久
2
1
8
6
2

A
ri
st
o
cr
ac
y
諸
侯
ノ
権

柄
C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
事
情
又
国

法
ニ
従
フ

D
em

o
cr
ac
y
共
和
政
治

D
es
p
o
t
気
侭
ニ
政
事
ス

ル
人

M
o
n
ar
ch
y
統
一
政
治

［
合
衆
政
治
ノ
反
対
］

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治

1
2
-2
英
和
袖
珍
・
慶

應
2
1
8
6
6

A
ri
st
o
cr
ac
y
諸
侯
ノ
権

柄
C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
事
情
又
国

法
ニ
従
フ

D
em

o
cr
ac
y
共
和
政
治

D
es
p
o
t
気
侭
ニ
政
事
ス

ル
人

M
o
n
ar
ch
y
統
一
政
治

「
合
衆
政
治
ノ
反
対
］

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治

1
3

附
音
挿
図
英
和

字
彙

1
8
7
3

A
ri
st
o
cr
ac
y
貴
族
政
治

ノ
体
裁
（
タ
イ
サ
イ
）

,

貴
族

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
本
質
ノ
，

性
質
ノ
，
政
体
ノ
，
国
法

ニ
合
（
カ
ナ
）
フ
，
律
例

ニ
合
フ

D
em

o
cr
ac
y
共
和（
キ
ヨ

ウ
ワ
）政
治（
セ
イ
ヂ
），

民
政
（
ミ
ン
セ
イ
）

D
es
p
o
t
自
主
（
ジ
シ
ユ
）

ノ
君（
キ
ミ
），
専
政（
セ

ン
セ
イ
）
ノ
君
（
キ
ミ
）

M
o
n
ar
ch
y
一
頭
政
治
，

独
主（
ド
ク
シ
ユ
）ノ
国

（
ク
ニ
），
王
国
（
ワ
ウ

コ
ク
），
帝
（
テ
イ
）
国

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治

（
キ
ヨ
ウ
ワ
セ
イ
ヂ
）
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1
4
-1
ヘ
ボ
ン

1

1
8
6
7

―
―

―
―

―
―

1
4
-2
ヘ
ボ
ン

2

1
8
7
2

A
R
IS
T
O
C
R
A
C
Y

K
u
w
a-
zo
k
u
,

k
u
g
e,
iy
e-
g
ar
a.

C
O
N
S
T
IT
U
T
IO

N
A
L

S
ei
sh
it
su
;
k
u
m
it
at
e,

ji
n
-

ta
i,

sh
ō
,
sh
ō
-a
i,

se
i-
ta
i,

se
i-
ji
;
h
ō
ri
ts
u
,
o
k
it
e.

D
E
M
O
C
R
A
C
Y

k
iy
ō
-

k
iw
a
マ
マ
-

se
i-
ji

D
E
S
P
O
T

K
im

am
a

n
i

m
at
su
ri
g
o
to

su
ru

m
o
n
o
.

M
O
N
A
R
C
H
Y

G
u
n
k
en
.

R
E
P
U
B
L
IC

K
iy
o
k
a-

se
ij
i

1
4
-3
ヘ
ボ
ン

3

1
8
8
6

A
R
IS
T
O
C
R
A
C
Y

K
u
w
az
o
k
u
,

k
u
g
e,
ie
g
ar
a.

C
O
N
S
T
IT
U
T
IO

N
A
L

U
m
ar
e-
tu
sk
i

n
a,

k
o
k
u
-

h
ō

n
i

sh
it
ag
au
.

―
g
o
v
er
n
m
en
t,
ri
k
k
en
se
it
ai
.

D
E
M
O
C
R
A
C
Y

K
y
ō
w
a-
se
i-
ji
,

m
in
se
i.

D
E
S
P
O
T

K
im

am
a

n
i

m
at
su
ri
g
o
to

su
ru

m
o
n
o
.

se
n
se
i-
k
u
n
sh
u

M
O
N
A
R
C
H
Y
G
u
n
k
en
,

k
u
n
se
i.

R
E
P
U
B
L
IC

K
y
o
w
a-

se
ij
i

1
5

ウ
エ
ブ
ス
タ
ー

氏
和
訳
字
彙

1
8
8
8

A
ri
st
o
cr
ac
y
貴
族
政
体
，

貴
族
，
貴
族
政
治

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
本
質
ノ
，

性
質
ノ
，
政
体
ノ
，
国
法

ニ
合
（
カ
ナ
）
フ
，
律
例

ニ
合
フ
，
憲
法
ノ

D
em

o
cr
ac
y
共
和
政
治
，

民
政
，
共
和
党
ノ
主
義

［
合
衆
国
ハ
諸
州
ノ
共

和
ヨ
リ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル

ヲ
以
テ
主
権
諸
州
ニ
ア

リ
テ
中
央
政
府
ニ
ア
ラ

ザ
ル
ト
ス
ル
論
］

D
es
p
o
t
暴
君
，
自
主
ノ

君
，
専
制
ノ
君
，
虐
主

M
o
n
ar
ch
y
立
君
政
治
，

独
裁
ノ
国
，
王
国
，
帝

国
，
君
政

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
治
，

共
和
国
，
君
民
共
治

国
，
代
議
政
体
国

1
6
-1
新
訳
英
和
辞
典

1
9
0
2

A
ri
st
o
cr
ac
y
①
貴
族
，②

貴
族
政
治

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
a.
①
生
来

ノ
，
生
得
ノ
．
②
憲
法
ニ

合
ヘ
ル
，
立
憲
的
．
③
憲

法
ノ
，
国
法
ノ
．
④
憲
法

ニ
依
リ
テ
政
ヲ
行
フ
．
⑤

体
躯
ヲ
養
フ
タ
メ
ノ
，
保

養
的
．
―
,
n
.
保
養
的
散

歩
，保
養
的
運
動
．
―
is
m
,

n
.
①
立
憲
政
体
ノ
道
，
立

憲
政
体
ノ
本
義
．
②
憲
法

擁
護
，
憲
政
論
，
憲
政
主

義
，
―
is
t,
n
.
憲
法
擁
護

者
，
憲
法
論
者
，
憲
政
主

義
ノ
人
．
―
-l
y
．

ad
.
①

憲
法
ニ
従
ヒ
テ
，
立
憲
的

ニ
.
②
生
来
.

D
em

o
cr
ac
y
①
民
主
政

体
，
平
民
政
治
，
民
政
．

②
民
政
党
；
民
政
党
ノ

主
義
．
③
民
衆

cf
.
D
em

o
cr
at
①
民
主

政
体
ノ
主
義
ヲ
執
ル

人
，
民
政
論
者
．
②
民

政
党
員
．

D
es
p
o
t
暴
君
，廬
主
，圧

制
者
，
専
制
家
．

cf
.
D
es
p
o
ti
sm
①
無
限

ノ
権
，
専
権
．
②
専
制

主
義
，
専
制
政
治
，
暴

政
，
苛
政
．

M
o
n
ar
ch
y
①
王
政
，
君

政
，立
君
政
治
，君
主
政

体
，
②
王
国
，
君
主
国
．

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
体
，

共
和
国
．

R
ep
u
b
li
c

o
f

le
tt
er
s.

学
者
社
会
，
衆
儒
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1
6
-2
模
範
英
和
辞
典

1
9
1
1

A
ri
st
o
cr
ac
y
①
貴
族
政

治
②
貴
族
．
貴
族
団

体
．
貴
族
社
会

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
a.
①
生
来

（
シ
ヤ
ウ
ラ
イ
）
ノ
，
生
得

（
シ
ヤ
ウ
ト
ク
）ノ
．
ウ
マ

レ
ツ
キ
ノ
．
タ
チ
ノ
②
憲

法
ニ
従
（
シ
タ
ガ
）
ヘ
ル
，

立
憲
（
リ
ツ
ケ
ン
）
ノ
．

法
治
ノ
③
憲
法
ノ
，
国
法

ノ
．
④
憲
法
ニ
依
リ
テ
政

ヲ
行
フ
．
⑤
身
体
（
カ
ラ

ダ
）
ノ
タ
メ
ノ
，
保
養
（
ホ

ヤ
ウ
）
ノ
．
―
,
n
.
保
養
的

散
歩
，
保
養
的
運
動
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
is
m
,
n
.

①
立
憲
制
，
立
憲
主
義
．

②
憲
法
擁
護
（
ヨ
ウ
ゴ
），

憲
政
論
，
憲
法
主
義

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
is
t,
n
.
憲
法

擁
護
者
，
憲
法
論
者
，
憲

政
主
義
ノ
人
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
ly
．
ad
.

①
生
来
.

②
憲
法
ニ
従
テ
，
立
憲
的

ニ

D
em

o
cr
ac
y
①
民
主
政

体
，
平
民
政
治
，
民
政
．

②
［
D
-］
民
政
党
；
民

政
党
ノ
主
義
．
③
民
衆

D
em

o
cr
at
①
民
主
政
体

論
者
，
民
政
論
者
．
②

［
D
-］
民
政
党
員
．

D
es
p
o
t
暴
君
．
虐
主

（
ギ
ヤ
ク
シ
ユ
）．
圧
政

者
．
専
制
家
．

D
es
p
o
ti
sm
①
無
限
ノ

権
．
専
権
．
専
制
．
②

専
制
主
義
．
専
制
政

治
．
独
裁
政
治
．
暴

政
．
虐
政
．
苛
政
．

M
o
n
ar
ch
y
①
王
政
．
君

政
．
立
君
政
治
．
君
主

政
体
．
②
王
国
．
君
主

国

R
ep
u
b
li
c
共
和
政
体
，

民
政
；
共
和
国

1
7

井
上
英
和
大
辞

典
1
9
1
5

A
ri
st
o
cr
ac
y
　
①
上
流

公
民
政
治
，
賢
良
政

治
．
②
貴
族
政
治
．
③

貴
族
．
貴
族
団
体
．
貴

族
社
会
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
①
生
来

の
，
生
れ
つ
き
の
．
②
要

素
．
③
立
憲
的
．
④
健
康

を
保
つ
為
の

co
n
su
ti
tu
ti
o
n
al

g
o
v
er
n
-

m
en
t
立
憲
政
体

co
n
su
ti
tu
ti
n
al

so
v
er
ei
g
n

立
憲
君
主
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
is
m
立
憲

正
体
．
憲
政
．
立
憲
政
治

主
義
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
is
t
憲
法
論

者
．
憲
法
主
義
者
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
al
ly
①
生
来
，

素
質
上
．
②
身
体
上
．
③

憲
法
上
，
立
憲
的
に
．

D
em

o
cr
ac
y
①
民
主
政

体
論
者
，
民
政
，
民
政

論
者
．
②
［
D
-］
民
主

党
員
．

d
em

o
cr
at
①
民
主
政
体

論
者
，
民
政
論
者
．
②

《
米
》
民
主
党
員
．

D
es
p
o
t
①
専
制
君
主
．

②
暴
君
，
虐
主
，
圧

制
者
．

M
o
n
ar
ch
y
①
君
主
国
，

王
国
．
②
君
主
政
治
，

君
主
政
体
．
③
君
主
主

義 ab
u
so
lu
te
m
o
n
ar
ch
y
専

制
君
主
政
体

li
m
it
ed

m
o
n
ar
ch
y
立
憲

君
主
政
体
，
立
憲
君
主

国
，
立
憲
王
国
．

R
ep
u
b
li
c
①
共
和
国
，

民
政
，
共
和
政
治
，
共

和
政
体
．
②
《
比
喩
》

（
各
人
を
平
等
に
見
做

せ
る
人
又
は
動
物
の
）

社
会
．
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1
8

仏
語
明
要

1
8
6
4

ar
is
to
cr
at
ie
ハ
ト
リ

シ
ー
ノ
頭
多
キ
政
府

cf
.a
ri
st
o
cr
at
e
パ
ト
リ

シ
ー
政
府
ノ
頭
目

ar
is
to
cr
at
ie
q
u
e
権
ハ
貴

人
ノ
手
ニ
ア
ル
政
治
ノ

cf
.
ar
is
to
d
ém

o
cr
at
ie
共

和
政
治

co
n
st
it
u
ti
o
n
n
el
e,

le
,
ad
j

公
法
ニ
同
様
ナ
ル

d
ém

o
cr
at
ie
合
衆
政
府

d
es
p
o
ti
sm

e
独
立
ノ
政

治 cf
.
d
es
p
o
te
独
立
国
王

d
es
p
o
ti
se
r
随
意
ニ
支
配

ス
ル

m
o
n
ar
ch
ie
統
一
ノ
国

ré
p
u
b
li
q
u
e
共
和
政
治

ノ
国

1
9

官
許
仏
和
辞
典

1
8
7
1

A
ri
st
o
cr
at
ie
貴
族
政
治

A
ri
st
o
d
ém

o
cr
at
ie
貴
族

共
和

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
,
sf
.
政
体
。

順
序
。
命
令
。
組
立
。
体

質
。
慣
習
。

D
ém

o
cr
at
ie
共
和
政
治

D
és
p
o
ti
sm

e
君
主
擅
制

M
o
n
ar
ch
ie
統
一
政
治

R
ép
u
b
li
q
u
e
共
和
政

治

2
0

仏
和
字
彙

1
8
8
6

A
ri
st
o
cr
at
ie
貴
族
政
治

A
ri
st
o
d
ém

o
cr
at
ie
貴
族

共
和

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
n
el
e,
el
le
ad
j.

憲
法
ニ
合
フ
タ
ル
。
立
憲

ノ
。
国
憲
ノ
。

g
o
v
er
n
m
en
t―
立
憲
政

D
ém

o
cr
at
ie
共
和
政
治

D
és
p
o
ti
sm

e
君
主
擅
制

M
o
n
ar
ch
ie
立
君
政
治

R
ép
u
b
li
q
u
e
共
和
政

治

2
1

仏
和
辞
林

1
8
8
7

A
ri
st
o
cr
at
ie

s.
f.
貴
族

政
体

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
n
el
e,
el
le
ad
j.

憲
法
ニ
合
フ
タ
ル
。
立
憲

ノ
。
国
憲
ノ
。

g
o
v
er
n
m
en
t―
立
憲
政

D
ém

o
cr
at
ie

s.
f.
民
政
。

民
政
国
。
利
民
政
事
。

民
政
党
。

D
es
p
o
te

s.
m
.
専
政
君

主
。
暴
君
。
希
臘
諸
王

ノ
禰
号
。
圧
制
者
。

D
es
p
o
ti
q
u
e
ad
j.
専
政

君
主
ノ
。
専
恣
ノ
。
―
.

su
b
君
主
独
裁
国
。

M
o
n
ar
ch
ie
s.
f.
立
君
政

治
。
立
君
国
。

R
ép
u
b
li
q
u
e
s.
f.
公

事
。
政
治
。
共
和
政

体
。
共
和
国
。
集
合
。

2
2

孛
和
袖
珍
字
書

1
8
7
2

A
ri
st
o
k
ra
t,
m
.
［
ア
ア

デ
ル
］
ノ
権
柄

A
ri
st
o
k
ra
ti
e,
f.
同
上
ノ

女
ノ
ケ
ン
ペ
イ

A
ri
st
o
k
ra
k
is
ch
,
a.
［
ア

ア
デ
ル
］
ノ
ケ
ン
ペ
イ

ノ A
d
el
,
m
.
キ
ゾ
ク
貴
族
。

ア
ヽ
デ
ル
ノ
ク
ラ
井

A
d
el
sh
er
rs
ch
af
t,

f.
同

上
ノ
ケ
ン
ペ
イ
権
柄

D
es
p
o
t,
m
キ
マ
マ
ニ
セ

イ
ジ
ヲ
ス
ル
ヒ
ト
随
意

為
政
人

M
o
n
ar
ch
,m

.
テ
ン
シ
天

子
。
ク
ン
シ
ユ
君
主
。

コ
ク
ワ
ウ
国
王

M
o
n
ar
ch
ie
,
f.
ト
ウ
イ

ツ
セ
イ
ジ
統
一
政
事

A
ll
ei
n
h
an
b
el
,
m
.
ト
ウ

イ
ツ
セ
イ
ジ
統
一
政
事

A
ll
ei
n
h
er
rs
ch
af
t,
m
.
ト

ウ
イ
ツ
セ
イ
ジ

A
ll
ei
n
h
er
rs
ch
er
,
m
.
コ

ク
ワ
ウ
国
王
ク
ン
ワ
ウ

君
王

R
ep
u
b
li
k
,
f.
キ
ヤ
ウ

ワ
セ
イ
ジ
共
和
政
事

R
ep
u
b
li
k
an
er
,
m
.
仝

上
ノ
国
ノ
住
民

R
ep
u
b
li
k
an
is
ch
,

a.

キ
ヤ
ウ
ワ
セ
イ
ジ
ノ

2
3

独
和
辞
彙

1
8
8
3

A
ri
st
o
k
ra
t,
m
.
貴
族
政

治
ヲ
好
ム
人

A
ri
st
o
k
ra
ti
e,
f.
貴
族
政

治 A
ri
st
o
k
ra
ti
sc
h
,
a.
貴
族

政
治
ノ

D
em

o
k
ra
t,
m
.
民
政
党

D
em

o
k
ra
ti
e,
f.
民
主
政

治 d
em

o
k
ra
ti
sc
h
,
a.

ad
民

主
政
治
ノ

D
em

o
k
ra
ti
sm

u
s,
m
.
民

主
政
治
ニ
従
フ
コ
ト

M
o
n
ar
ch
,
m
.
独
裁
ノ

君
，
国
君

M
o
n
ar
ch
ie
,
f.
立
君
政

治
M
o
n
ar
ch
is
ch
,
a.
君

主
ノ

z

A
ll
ei
n
h
er
rs
ch
er
sc
h
af
t,

f.
君
主
独
裁
政
治

A
ll
ei
n
h
er
rs
ch
er
,
m
.
独

裁
ノ
君
主

R
ep
u
b
li
k
,
f.
共
和
政

治
,
共
和
国

R
ep
u
b
li
k
an
er
,
m
.
共

和
国
ノ
人
民

R
ep
u
b
li
k
an
is
ch
,

a.

共
和
政
治
ノ

R
ep
u
b
li
k
an
is
m
u
s,

m
.

共
和
心
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2
4

独
和
字
典
大
全

1
8
8
5

A
ri
st
o
k
ra
t,
m
.
(-
en
,
-p
l-

en
)
貴
族
政
体
党
，

A
ri
st
o
k
ra
ti
e.

f
(-
,
-p
l-

en
)
貴
族
政
体

K
o
n
st
it
u
ti
o
n
.
f.
(-
,
p
l-
en
.)

組
成
。
気
質
。
○
政
体
。

憲
法
。

K
o
n
st
it
u
ti
o
n
el
le
,
a.
本
質

ノ
。
○
政
体
ノ
。
憲
法

ノ
。

D
em

o
k
ra
ti
e,

f.
(-
,
p
l-

en
)
共
和
政
治
。
民
主

政
体
。

D
es
p
o
t,
m

(-
en
,
p
l-
en
)

専
政
ノ
君
。
独
裁
ノ

君
。

D
es
p
o
ti
e,

f(
-)
専
政
々

体
。
寡
人
政
体
。
圧
制

政
治
。

M
o
n
ar
ch
,
m

(-
en
,
p
l-

en
)
独
裁
ノ
君
。
君
主
。

皇
帝
。

M
o
n
ar
ch
ie
,f
(-
en
,
p
l-
en
)

立
君
政
体
。
一
頭
政

治
。

R
ep
u
b
li
k
,
f.

(-
en
,
p
l-

en
)
共
和
政
治
。
共
和

国
。

2
5

独
和
字
書
大
全

1
8
9
0

A
ri
st
o
k
ra
t,
m
.
爵
位
欄

権
党
（
シ
ヤ
ク
イ
ラ
ン

ケ
ン
ト
ウ
），
貴
族
政
治

（
キ
ゾ
ク
セ
イ
ジ
）
党

A
ri
st
o
k
ra
ti
e
爵
位
統
括

（
シ
ヤ
ク
イ
ト
ウ
カ

ツ
），
貴
族
政
治
．

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
,
f，
次
序
，政

体
（
セ
イ
タ
イ
），
国
政
，

憲
法
（
ケ
ン
パ
ウ
），
体

質
稟
賦
（
タ
イ
シ
ツ
リ
ン

フ
）

C
o
n
st
it
u
ti
o
n
n
el
l,

a.
ad
.

立
憲
ノ

D
em

o
k
ra
t,
m
.
民
政
党

（
ミ
ン
セ
イ
ト
ウ
）

D
em

o
k
ra
ti
e,
f.
民
主
政

治
（
ヂ
）

d
em

o
k
ra
ti
sc
h
,
a.

ad
民

主
政
治
ノ

D
em

o
k
ra
ti
sm

u
s,
m
.
民

主
政
治
熱
心
（
ネ
ツ
シ

ン
），
民
主
政
治
ニ
従

（
シ
タ
ガ
）
フ
コ
ト

D
es
p
o
t,
m
自
主
（
ジ
シ

ユ
）
ノ
君
（
キ
ミ
）。
専

制
（
セ
ン
セ
イ
）
ノ
君

（
キ
ミ
）。

D
es
p
o
ti
e,

D
es
p
o
ti
sm

u
s

ヲ
見
ヨ

D
es
p
o
ti
sm

u
s
圧（
ア
ツ
）

制
政
治（
ヂ
），
独
裁（
ド

ク
サ
イ
）
政

M
o
n
ar
ch

A
ll
ei
n
-

h
er
rs
ch
er
ヲ
見
ヨ

M
o
n
ar
ch
ie

A
ll
ei
n
-

h
er
rs
ch
er
sc
h
af
t
ヲ
見
ヨ

A
ll
ei
n
h
er
rs
ch
er
sc
h
af
t,

f.
君
政
（
ク
ン
セ
イ
），

立
（
リ
ツ
）
君
政
治
，

一
頭
（
ト
ウ
）
政
治
，

独
裁
（
ド
ク
セ
イ
）
政

治 M
o
n
ar
ch
ie
独
裁
君
主

R
ep
u
b
li
k
,
f.
共
和
政

治
，
共
和
国

R
ep
u
b
li
k
an
er
,
m
.
共

和
国
ノ
人
民
，
共
和

政
治
家

re
p
u
b
li
k
an
is
ch
,
a.
共

和
政
治
ノ

re
p
u
b
li
k
an
is
ir
en
,

v.
a.
r.
共
和
国
ニ
ス
ル

R
ep
u
b
li
k
an
is
m
u
s,

m
.

共
和
政
治
心
，
共
和

政
治
ノ
組
織
（
ソ
ソ

キ
），
共
和
政
治
ノ
体

裁
（
テ
イ
サ
イ
）

平
凡
社
政
治
学

事
典

1
9
5
4

貴
族
制

英
ar
is
to
cr
ac
y

独
A
ri
st
o
k
ra
ti
e

仏
ar
is
to
cr
at
ie

立
憲
君
主
制

英
co
n
st
it
u
ti
o
n
al

m
o
n
ar
-

ch
y

独
K
o
n
st
it
u
ti
o
n
el
le

M
o
n
ar
ch
ie

仏
m
o
n
ar
ch
ie

co
n
st
it
u
-

ti
o
n
el
le

民
主
主
義

英
d
em

o
cr
ac
y

独
D
em

o
k
er
at
ie

仏
d
ém

o
cr
at
ie

露
d
em

o
k
ra
ti
ja

専
制
政
治

英
d
es
p
o
ti
sm

,
ab
-

so
lu
ti
sm

,
au
to
cr
ac
y,

ty
ra
n
n
y

君
主
制

英
m
o
n
ar
ch
y

独
M
o
n
ar
ch
ie

仏
m
o
n
ar
ch
ie

共
和
制

英
re
p
u
b
k
ic
,
re
p
u
b
li
-

ca
n
g
o
v
er
n
m
en
t

独
R
ep
u
b
li
k

仏
ré
p
u
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注

1 時事新報社編（1898）『福沢全集緒言』に、「西洋事情は余が著中中も広く世に行はれ最も
能く人の目に触れた書にして其初編の如き著者の手より発売したる部数も十五万部に下ら
ず之に加ふるに当時上方辺流行偽版を以てすれば二十万乃至二十五万部は間違ひなかる可
し」（原文のルビは削除）とある。

2 『西洋事情』は刊本となる以前に写本でも読まれていたという。こうした異本、偽版につ
いては『福沢諭吉事典』（2010、慶應義塾大学出版会）「『西洋事情』の流布」（松崎欣一執
筆）を参照。版本で刊行される以前に、写本で読まれていたことを示す資料は富田正文に
よって「写本「西洋事情」」として慶應義塾編『福沢諭吉全集第 19 巻』（1971、岩波書店）
に載録されているが、福沢の自筆稿本は残っていないとされる。

3 出典一覧によれば、底本を「慶應義塾出版局」と記してあるので、慶応二年・尚古堂版で
はなく、明治 6 年 3 月に新版として刊行された版を使用していると見られる。

4 ここで言う初出用例とは、語形それ自体が初出となっているものだけでなく、語釈がブラ
ンチに分れた用法ごとの初出も含む。

5 「間時」は「時間」とは別語で、「あいだの時間」の意である。
6 引用に当り、漢字は現行通用自体に改めた。
7 この「備考」は今日とは異なる用法に見える。各国別の事情を紹介する準備段階として、
項目ごとに行った「概説」と考えるのが妥当ではないだろうか。

8 このあとに、「国内ノ貴族、上院ニ会シテ事ヲ議スルハ貴族会議ノ政治ナリ」として「貴族
会議」の例もあるが、福沢はおおむね「貴族合議」を用いているようである。

9 monarchie

10 republiek

11 ombeperkte ＝無制限の
12 beperkte ＝制限された
13 aristocratische

14 democratischer

15 『国史大辞典』（1979–1997、吉川弘文館）「民主主義」の項（雨宮昭一執筆）では、「ただ、
民主主義がプラスの価値として自明化したのは歴史上、ごく最近のことである。近代に至
るまで民主主義を衆愚政治とする否定的な評価がなされていた。十七、八世紀のヨーロッ
パ市民革命の時代に、貴族政治・絶対主義政治に対してミドルクラス（新興資本家階級）
は、民主主義政治を対置した。十九世紀に至ると新しい支配階級としてのミドルクラスの
合言葉は自由、または自由主義となった。」とある。

16 『文明源流叢書　1』（1913、国書刊行会）所収の『輿地誌略』には「
ベ ネ チ ア

勿搦祭亜 [以下三
レ ポ ブ リ ー キ

列披貌利吉] とある。
17 『日国』の「リパブリック」には「＊政体観〔1898〕〈須崎黙堂〉「自由主義拡張せらるれ
ばレパブリックとなり、デモクラシーとなり」を初出としているが、『西洋事情』の用例が
『日国』で採用されなかったことは不審である。。Republic の音転写として福沢は「レポブ
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リック」としているが、「リパブリック」を代表形態として見出しを立てるなら、『西洋事
情』の用例のほうが早いはずである。

18 『日国』の語誌欄に、「「共和政治」という訳語は、挙例の蘭学系の辞書「英和対訳袖珍辞
書」を経て、明治初期の独和、仏和、英和辞書などに受け継がれていった。」とある。

19 この点は『日国』でも「きょうわせいじ・きょうかせいじ」の両方を見出しする。
20 『和英語林集成』と関連があると言われる『和独対訳字林』（1877）でも同一ページで相互
参照させるかたちで
KIYOWA-SEIDJI，キヨワセイジ，共和政事，S.Demokratie, f.; dasselbe wie KIYOKA-SEIJI.

KIYOKA-SEIDJI，キヤウカセイジ，共和政事，s.die republikanische od.demokratische

Regierugsform.

と見える。
21 本書では著者名が黒田行元となっている。黒田の通称の一であるらしい。なお、黒田には
麹廬の号もある。


